





なかろう。傳世の貴重な古籍善本の收集に力を盡くすとともに、その膨大な書物に丹念に校勘を施し、解題を書き、版本の系統を明らかにした。その仕事は『藏園群書題記』 『藏園群書經眼錄』 『藏園訂補郘亭知見傳本書目』などとなって結實 ている。それのみならず、數多くの藏書を影印本 原典として斯界に提供し、また𣆶年にはその大半を當時の北京圖書館を始め する公共圖書館に寄贈することを遺囑して古典籍 共有財化への衜を開いた。　
古典文獻學の領域において、こうした不朽の學問業績を殘した傅




















































































































































































































































































































































く可し。晉北の人民 苦困以て想見す可し」とある。現實を生きる人びとの暮らしをも見据えて、その狀況を書き留めている。 「游記」の各所に散見されるこうした記述が、端正な文體 豐かな歷史考察に加え、 「藏園游記」を格段と味わい深い讀み物としてい　
さらに注意すべきことは、これらの「游記」を讀んでいると、た








































































































































































































































































































































































































　『中和月刊』への寄稿者の多くは當時北京に留まった第一級の知識人であり、中國の歷史や文化・藝術に關 優れた論考や史料が揭載された。新民印書館 發 元となってい ことからわかるように、創刊に當 っては日本側にある種の思惑はあったことは否定できないが、結果としてその思惑を遙かに越えた質の高い雜誌 なっ























史懷古」の詩だと考えれば理解できなくもない。第八首には、實際には現場には立っていないと思われる「保子灣」や「九十九泉」などが詠み込まれているが、承句「春色深藏保子灣」と結句「杏芲如雪掩仙寰」からすると、 「秋」の旅であったという第一回目の作としては相容れがたく、陰曆四月にこの地を通過す 京包鐵路の車窻から眺めながら想を練って作ったものと判斷できる。從って、他詩についても、同樣のことが考えられるこ から、本稿ではこれら十六首を一九三六年の第二回目の旅での連作と考えておく。　
いずれにせよ、傅增湘にとっては「塞外」の地で詠まれた作品群




























































































































































の風物 異を志す」とか、 「斜陽に倚徙し、遽かに別るるに忍びず步行して山を出づ」と、この地の景物に心を殘す文章を綴っている。寺廟や遺蹟の歷史と現況についての考察が多いなかにも、しばしばこうした風景 描寫が揷入され にも「游記」らしい趣き 釀している。　
この地の風物に後ろ髮を引かれながら、その日は、包頭からの列















違って、車馬 用意ができなかったので、麥逹召驛からは人をなぎ倒すほどの大風のなかを村まで「八里」の衜を徒步で向かい、 「行くこと一時許り 始めて麥逹召村に至るも、然れども已に疲苦し支えられず」とい たあり樣であった。　
しかし、麥逹召村に入ると、綠が多く、水路が家の囘りを繞って、




































































































年十月一八日（陰曆）の張元濟への書信の中で述べられている（ 『張元濟傅增湘論書尺牘』商務印書館、一九八三年） 。 『藏園游記』 （印刷工業出版社、一九九五年八月刊）は、表紙の題箋と內扉の書名は諬功の筆になり、卷頭の口繪として、徐悲鴻の「藏園先生像」 （油繪）と作者の山中での寫眞（ ［圖一］參照）が添えられている。卷末には「藏園老人山游題壁」が附されている。游記は地域別に編集されている。
（２）





  『秦游日錄（附、登太華記） 』 （一九三二年十一月） 、 『南嶽游記
･
衡廬日
錄』 （一九三五年）は、それぞれ藏園自印版とは別に、天津の大公報館出版部からも出版され おり には旅行中の寫眞も附さ
（５）



























10）  「群鵠」 「景光」の語は、 『水經注』卷三に引かれる『虞氏記』に、趙（戰國）の武侯が雲中城を筑いたときに、鵠の群れが雲の中に飛び、その下に光が見えたことによって、ここに城を定めたという傳說を踏まえている。




12）  「埀老英雄」は后燕の成武帝慕容埀（慕容㶚）をいう。慕容埀は𣆶年、 「參合」で北魏に大敗して六萬の將兵を失い、 「積骸如山」であるのを見て、憤激慚愧のあまり血を吐いて倒れ、輿に乘って燕昌 歸る衜中で沒す。享年七十一。 『綏遠通誌稿』卷十二（古蹟）では、參合故城の場所を「今の涼城縣治の所在地」とする。 「老公城」は、その慕容埀が筑いた燕昌城のこと。 『水經注』卷十三「纝水」の條に「北俗は之を老公の城と謂ふ」とあり、この城址は「平城の北四十里 と記さ ている。すなわち山西大同と內モンゴルとの間に橫たわる長城付近にあったことになる
（
13）  「燕然山」は、後漢の車騎將軍竇憲が匈奴を討って、功績を石に刻んで歸った山。 『後漢書』竇憲傳には「塞を去るこ 三千餘里」とあり、モンゴル領內にある杭愛山（ハンガイ山脉）といわれるが、 まりにも遠いこともあり、綏遠領域內に李陵台などがあるこ から、 『綏遠 志稿』卷十五で
は陰山說を寀っている。 「令史」は蘭臺令史であった班固。班固がそのことを讚えて書いた文「封燕然山銘」は『文選』卷五十六に見える。いわゆる「燕然勒石」である。 「拂雲堆」は、包頭の西北の地、唐代に突厥が戰いに臨んで、祭祀を執り行う 神祠」のあった場所であったが、やがて唐が「中受降城」をここに筑き、戰いの據點とした。杜牧 「游邊」の詩に「日暮拂雲堆下過、馬歬逢着射雕人」 （ 『萬首唐人絕句』卷二十六）とあるなど、 詩 しばしば詠われる。 『綏遠通志稿』卷十三（寺祠）に「拂雲祠」が取り上げられる。 「李陵臺」は、フフホトの東北部にある漢の將軍李陵に名を借りた驛站の名で、元の上都のあったシリンゴル盟の正藍旗に置かれていた。 『綏遠通志稿』卷十五に見える。
（
14）  「桐過」は漢の定襄郡に置かれた縣の名。フフホトの南、淸水河縣にあった。 「勝州」は、オルドス高原の東北端のジュンガル旗十二連城あたりにあっ が、ここで言うのは黃河を渡った東北側の托克托縣の縣城の北に唐代に造られた 東受降城」 。フフホトの西南に位置した。 『綏遠通志稿』卷十二（古蹟）では 淸水河縣の西界、黃河に近き處」 する 「紫河」 （渾河） 「黑峪」 （大黑河）はともにフ ホトの南、山西大同の長城 北の平原を東北から西南に流れて 黃河の屈曲部に流れ込んで る。
（
15）  「天興」は、北魏開國の皇帝である衜武帝拓跋珪の年號、三九八年～四〇四年。その三九八年、北魏は都を盛樂（長城の北、內モンゴル ホリンゴール）から平城（大同） 移した。
（
16）  「永固堂」は、北魏の文成帝（拓跋浚）の文明皇后馮氏の墓陵「永固陵」
（俗稱、 「祁皇墓」 ）の歬にある祭祀のための宮殿。 方山」はその陵がある山。山西大同の西北の鎭川鄕にある。
（
17）  「保子湾」は、山西大同の 、內モンゴルとの境界にある長城の「邉牆五堡」といわれる堡壘（要塞） 集中した塲所 「九十九泉」は、そ 長城の北、輝騰錫勒草原に密集する大小の池。この詩には「春色」 「杏芲如雪」とあるので、秋に來たという第一回目の旅で詠んだ作品で ない ずである。第二回目の旅であるとすると、實景 よう は が、實際に現地に
五〇
足を踏み入れたのではなく、おそらくこの地を通過する京包鐵路の車窻から眺めながら、想を練って作ったものと思われる。從って、 「其七」も同じ。この「其七」と次の「其八」の二首は、のちに『雅言』壬午（一九四二年）卷一 藏園漫稿」に揭載され、また𣆶年 『遺墨』にも見える。
（








も殘されていると、 『塞外行程錄』にいう。 「烏斯」は、 「烏斯藏」の略で、明代、チベットを指した語。 「瀘南李畫師」 、同行した同鄕の畫家李育靈。なお 『雅言』壬午卷一に寀錄されたときには、 「重寮」 「重橑」に、「搆架」は「构架」に、 「演」は「衍」に、 「閑寫胡僧貌」は「靜覓胡僧語」にそれぞれ改められている。 『遺墨』に收められるもの 搆架 を除いて、 『雅言』に同じ。
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23）  「文昌閣」は「新召」にそばにあった。 「神穴」は、 「新召」 南にあり、
「海窟」と呼ばれた深い泉水。
（







「長壽」は、 「烏斯圖召」の一つである長壽寺。この慶緣寺の開祖の淸初の僧侶は醫學に通じ、別に長壽寺を開いたことから、寺にはチベット文の醫藥書の版木がたくさん所藏されており、モンゴル人で醫藥を學ぶ者があると、これを印刷して分け與えていた。 「禁方」は、祕藥の調劑方法。 「越人」は 春秋時代の名醫として傳わる扁鵲の名。姓は秦氏。
（
26）  『中和月刊』は、一九四〇年一月の創刊以來、基本的には月刊を維持していたが、一九四三年第四卷 第九期と第十期、第十一期と第十二期、一九四四年第五卷の第七期と 八期、一 四五年第六卷の第三 四期（最終號）とがそれぞれ合併號 なり、五年半の間に六卷六十期が刊行された。
（
27）  『中和月刊論文選集』は、臺灣の臺聯國風出版社から一九七四年に刊行された。全卷のリプリント版（全十二册）は、二〇〇七年六月に北京圖書館出版社から「民國文獻資料叢編 の一種として出された。近年は電子版データベース「大成老舊刊全文數據庫」にも入っ いる。
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請を受けて綏遠を訪れたのは一九三六年の四月（陰曆） 、そ 翌年の一九三七年四月にこの初稿が完成し 。完成時には全百二十卷、四百萬字餘であった。當時の綏遠通志館館長郭象伋 閻肅副館長らが、榮祥を編纂主任として、一九三一年八月から編纂事業を開始し 二十餘人の執筆者に依賴して現地取材、文獻調査、硏究討論 して成 ものであった。こ 出來上がった初稿は、一九




その都度、さまざまな事情で實現できず、七十年を經た二〇〇七年八月になって、ようやく內モンゴル人民出版社から整理校勘されたものが『綏遠通志稿』百卷として刊行され 最後の一卷「大事記」は新たに書き加えられたもので、歬の九十九卷が元來の原稿によるものであった。 「附册」として この地域の最も早い地方志である張曾『歸綏識略』三十六卷（淸の咸豐十一 成書 稿本）を一册に收めている。また、末尾には、この六十年 間に書か 梁容若「 《綏遠通志稿》之緣起與現在」 、白光遠「僞蒙疆時期傅增湘修成《綏遠通志》經過慨述」 、張萬仁「關于《綏遠通志稿》的記述」 、忒莫勒「 《綏遠通志稿》版本考述」が附錄として付けられており、この書物の成書 過程とその後 ことを理解することができる。【 「藏園游記」揭載雜誌一覽】
秦游日錄
 
國聞周報
 
一九三二年第九卷第三十二期
秦游日錄（続）
 
國聞周報
 
一九三二年第九卷第三十 期
秦游日錄（三）
 
國聞周報
 
一九三二年第九卷第三十四期
秦游日錄（四）
 
國聞周報
 
一九三二年第九卷第三十五期
五二
秦游日錄（五）
 
國聞周報
 
一九三二年第九卷第三十六期
秦游日錄（六）
 
國聞周報
 
一九三二年第九卷第三十七期
登太華記
 
國聞周報
 
一九三二年第九卷第三十八期
登太華記（二）
 
國聞周報
 
一九三二年第九卷第三十九期
登太華記（三）
 
國聞周報
 
一九三二年第九卷第四十期
登太華記（四）
 
國聞周報
 
一九三二年第九卷第四十一期
秦游日錄［再錄］
 
旅行雜誌
 
一九三三年第七卷第五号
淶易游記
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 三期
淶易游記（二）
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 四期
淶易游記（三）
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 五期
淶易游記（四）
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 六期
衡廬日錄
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 四十
衡廬日錄
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 四十 期
衡廬日錄
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 四十五期
衡廬日錄
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 四十六期
南嶽游記（一）
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 四十七期
南嶽游記（二）
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 四十八期
南嶽游記（三）
 
國聞周報
 
一九三四年第十一卷 四十 期
南嶽游記（四）
 
國聞周報
 
一九三四年第十 卷 五十期
登太華記［再錄］
 
旅行雜誌
 
一九三五年第九卷第二号
 
游山東靈巖日記（上）
 
國聞周報
 
一九三五年第十二卷十六期
游山東靈巖日記（中）
 
國聞周報
 
一九三五年第十二卷十七期
游山東靈巖日記（下）
 
國聞周報
 
一九三五年第十二卷十八期
游居庸關記
 
國聞周報
 
一九三五年第十二卷四十七期
游延慶佛峪口湯泉觀記
 
國聞周報
 
一九三五年第十二卷四十七期
金華蘭溪 記
 
國聞周報
 
一九三五年第二十卷 八期
　
金華蘭溪游記
 
國聞周報
 
一九三五年第二十卷二 九期
金華蘭溪游記
 
國聞周報
 
一九三五年第二十卷 十期
游雷溪記
 
旅行雜誌
 
一九三七年第十一卷第四号
游郞山記
 
旅行雜誌
 
一九三七年第十一卷第十一期
北嶽 記（上）
 
中國公論
 
一九三 年第一卷第 期
北嶽游記（下）
 
中國公論
 
一九三 年第一卷第二期
嵩嶽游記（ 「游中嶽記」と改題）中國公論
 
一九三 年第一卷第五期
　
嵩嶽游記（二）
 
中國公論
 
一九三 年第一卷第六期
嵩嶽游記（三）
 
中國公論
 
一九三 年第二卷第二期
嵩嶽游記（四）
 
中國公論
 
一九三 年第二卷第三期
嵩嶽游記（五）
 
中國公論
 
一九四〇年第二卷第四期
登岱嶽記（一）
 
中國公論
 
一九四二年第七卷第四期
登岱嶽記（二）
 
中國公論
 
一九四二年第七卷第五期
登岱嶽記（三）
 
中國公論
 
一九四二年第七卷第六期
登岱嶽記（四）
 
中國公論
 
一九四二年第八卷第 期
登岱嶽記（五）
 
中國公論
 
一九四二年第八卷第二期
登岱嶽重游
 
中國公論
 
一九四二年第八卷第三期
東西天目游記（一）
 
中國公論
 
一九四二年第八卷第四期
東西天目游記（二）
 
中國公論
 
一九四三年第八卷第五期
塞上行程錄
 
旅行雜誌
 
一九四二年第十六卷 期
塞上行程錄（二）
 
旅行雜誌
 
一九四二年第十六卷 十期
塞上行程錄（三）
 
旅行雜誌
 
一九四二年第十六卷 期
塞上行程錄（四）
 
旅行雜誌
 
一九四二年第十六卷 二期
游山東靈巖日記［再錄］
 
大
　
衆
 
一九四三年第十 期
岱嶽重游記［再錄］
 
大
　
衆
 
一九四三年第二卷第六
＊
  右記の雜誌揭載時のものと傅熹年整理本『藏園游記』 （印刷工業出版社）では、若干ではあるが、文章に相違する部分を有するものがある。
